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総合

　コロナの位置づけが5類感染症となり、新たなステージへと移った。行事は、職員で意見を出し合い、子ども

の主体性を尊重する形に変えて実施したが、一部の保護者からは｢見せるため｣の保育や行事の要望があり難し

さを感じた。子どもを中心とした社会の実現に向けた総合的な取り組みが始まる中、「子どもの声を聴く」こ

とについて職員研修会を重ね「はぐくみタイム」と呼ばれる時間を設けた。子どもの声を聞いたり対話をした

りする時間を通して、聞く力・表現力・思考力・理解力などが芽生えるきっかけになると共に、「子どもたち

の居場所」にもなる活動にも発展していくことができた。SDGｓの取り組みを通して自然や命の尊さを学ぶ

きっかけ作りを園全体で行った。また、子育て支援センターが地域に開かれた場として認識されたと共に、利

用者も増えた。
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第５章　　　　職員の資質向上

項目数 平均
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第２章第２節　乳幼児期の園児の保育

第２章第３節　満１歳以上満３歳未満の園児の保育

第２章第４節　満３歳以上の園児の教育及び保育

第２章第５節　教育及び保育の実践に関わる配慮事項

第３章　　　　健康及び安全

第４章　　　　子育ての支援

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらでもない どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

評価

令和5年度幼保連携型認定こども園教育･保育要領に基づく自己評価

作成日　令和6年3月29日

学校法人真徳寺学園　ながさわこども園

評価方法
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